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午前９時28分  開 会 

──────────────────────────────────── 

○委員長  ただいまから建設産業委員会を開会いたします。 

 おはようございます。 

 この建設産業委員会は、私が議員となって１年目の年に副委員長を務めさ

せていただきました思い入れのある委員会でございます。また、私個人とし

ても、非常にやりがいのある委員会だとも思っております。 

 まだまだ新型コロナウイルスの影響が続いておりますので、委員会活動に

おいて制限がある部分があるとは思いますけれども、円滑な委員会活動に努

めますように邁進してまいりますので、皆様の御協力のほうよろしくお願い

申し上げます。それと、まだまだ微力ではございますけれども、全力で頑張

っていきますので、この１年間皆様と共に頑張ってまいりましょう。以上で

ございます。 

 続きまして、市長からの挨拶をお願いします。 

○市長  皆さん、おはようございます。 

 去る６月10日に６月定例会が開会されまして以来、連日終始慎重に御審議

を賜り、誠にありがとうございます。 

 本日、本委員会に付託されました諸案件は、いずれも市政進展の上で重要

な案件でございます。何とぞ慎重に審査をいただきまして、適切なる御決定

を賜りますようお願い申し上げまして、御挨拶とさせていただきます。どう

ぞよろしくお願いをいたします。 

○委員長  市長は公務のために退席されます。 

 本日の委員会の日程ですが、付託されております議案第46号 江南市交通

安全条例の一部改正についてをはじめ２議案の審査を行います。 

 委員会の案件が終わりましたら、委員協議会を開催いたします。 

 暫時休憩します。 

午前９時30分  休 憩 

午前９時33分  開 議 

○委員長  それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。 

 それでは、これより議事に入ります。 
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 審査の順序については、付託順により行います。 

 委員会での発言については、会議規則第114条において、委員長の許可を

得た後でなければ発言することができないと規定されています。質疑・答弁

とも簡潔明瞭にお願いし、挙手の上、委員長の指名後に発言してくださるよ

う議事運営に御協力いただきますようお願いいたします。 

 また、委員外議員の発言については、会議規則第117条第２項において、

委員会は委員でない議員から発言の申出があったときは、その許否を決める

と規定されています。このことから、所属の委員による質疑が尽きた後に、

なお議案の審査上、必要のある場合に限り、委員の皆様にお諮りした上で発

言の許否を決めてまいりたいと考えておりますので、議事運営に御協力いた

だきますようお願いします。 

 なお、主幹、副主幹の方は、それぞれ担当の議案のときに出席していただ

き、その他は退席していただいても結構でございます。 

──────────────────────────────────── 

  議案第46号 江南市交通安全条例の一部改正について 

 

○委員長  それでは最初に、議案第46号 江南市交通安全条例の一部改正に

ついてを議題といたします。 

 それでは、当局からの補足説明がありましたらお願いします。 

○防災安全課長兼防災センター所長  それでは、議案第46号 江南市交通安

全条例の一部改正につきまして御説明させていただきます。 

 議案書の38ページをお願いいたします。 

 議案書38ページ、江南市交通安全条例の一部改正についてでございます。 

 はねていただきまして、39ページから40ページは江南市交通安全条例の一

部を改正する条例（案）でございます。 

 参考といたしまして、41ページから43ページにかけて新旧対照表を掲げて

おります。 

 補足して説明することはございません。よろしくお願いいたします。 

○委員長  これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 
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○中野委員  第９条でいろいろ高齢者の安全確保というような形があるんで

すけど、まず交通事故に対する高齢者の事故の割合等って分かれば教えてい

ただきたいんですけれども。推移か何かあれば。 

○委員長  もし時間がかかりそうであれば、後ほどにしますか。どうですか。 

○中野委員  なければ、別に後ほどでも。 

○防災安全課長兼防災センター所長  江南市の集計ではございませんが、愛

知県のほうの集計によりますと、交通事故の死者のうち約68％が65歳以上の

高齢者であるというふうに県の集計が出ております。 

○中野委員  第９条で、江南市として、道路を横断するときに安全を確保す

るような施策を推進していくみたいなことが書いてあるんですけれども、江

南市としてこれからハード面というのをどのように整備していくのか、どの

ような考え方なのか、ちょっとお尋ねしたいんですけれども。 

○防災安全課長兼防災センター所長  ハード面ということでございますけど、

警察等と協議しまして、信号ですとか、横断歩道の設置とか、そういったも

のについての対策等を検討していきたいというふうに考えております。 

○中野委員  横断歩道だと、多分、県の管轄になるんですかね。 

 そうすると、今横断歩道が消えていて分かりづらいところも結構多くある

ので、その辺の整備をしっかりやっていただきたいなあというふうに思うの

と、今68％の方が高齢者の事故だというふうになっているので、この辺の啓

発も必要なのかなあと考えますと、今現状どのような啓発して、それで足り

ていなければ新たな啓発をしていかなければならないと思うんですけど、そ

の辺のお考えはどのようになっているのかお尋ねいたします。 

○防災安全課長兼防災センター所長  横断歩道につきましては、今委員が御

紹介いただきましたとおり県のほうの管轄になりますので、ライン等薄くな

っているところに関しましては県警のほうへ要望させていただきたいという

ふうに考えております。 

 また、交通事故の防止ということで、高齢者を含めてですけれども、いろ

んな媒体を通じて周知させていただいておりますが、今後もさらに力を入れ

て周知のほうを進めていきたいというふうに考えておりますので、よろしく

お願いいたします。 
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○委員長  ほかに質疑はありませんか。 

○三輪委員  お願いします。今ここで高齢者の交通安全と、あと携帯電話の

マナーというようなことが出てきたと思うんですけれども、これは県とか国

とかの法律に改正があったので、この時期に市の条例として加えたのか、ち

ょっとその辺すみません、お聞きします。 

○防災安全課長兼防災センター所長  今回の交通安全条例の改正でございま

すけど、愛知県のほうで昨年度末に自転車の安全で適正な利用の促進に関す

る条例が策定されまして、この中でもヘルメットの着用の努力義務ですとか

保険の加入義務のほうがうたわれ、本年10月から施行されるということにな

っております。この県の条例に合わせまして、江南市としましても強く市民

の方に交通安全を推進する必要があると考え、県の改正に合わせて今回条例

改正をお願いするものでございます。 

○三輪委員  分かりました。 

 それで、特にちょっと気になったのが、携帯電話の使用根絶を図るという

第10条のほうにかなり強い言葉が書いてありまして、これ本当に危険が多い

と思うんですけれども、何かこれに向けての対策というか、市としてやって

いくようなことをお考えのことがあれば教えてください。 

○防災安全課長兼防災センター所長  携帯電話の使用というのは非常に危険

を伴うことでございます。特に歩行中、そして車両の運転中というのはかな

り危険性が高いということから、こういったものを根絶していくということ

を目指して条例のほうにうたわせていただいております。 

 こういったことを推進するため、交通ルールのマナーですとか、そういっ

たものの啓発、そして例えば交通安全教室等も行っておりますので、そうい

った中でも周知、啓発のほうを進めてまいりたいというふうに考えておりま

す。 

○三輪委員  これやっぱり難しいことだと思うんですけれども、今までもず

うっと言われてきて、本当に駅などでもよく言われるんですが、なかなかそ

れが直らないというところもあります。みんなで気をつけなくちゃいけない

ことだと思うんですけれど、何かしらぜひ市としても新しい啓発方法という

のを考えていただければなあということを思います。 
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 もう一点、第12条の中の公共の場所における自転車の放置の防止のため必

要な施策というのもあるんですけれども、これについて今までもされてきた

と思うですけれども、今回新しく何か取り組まれるようなことがあれば教え

てください。 

○防災安全課長兼防災センター所長  現在、市の無料駐輪場での放置自転車

の防止等の取組ですとか、江南駅前周辺での自転車等の放置禁止区域内での

取組を進めさせていただいております。 

 今後ですけれども、江南駅、布袋駅周辺における自転車の利用状況等によ

り、将来的に布袋駅周辺整備が終わりましたときには放置禁止区域等の見直

し等も必要になるかと考えておりますので、その際にはまたよろしくお願い

いたします。 

○委員長  ほかに。 

○鈴木委員  江南市交通安全条例と書いてありますね。今、背景とか国の流

れもあるよと。特に、従前の旧のものから比べると、高齢者の交通事故が多

い、それから携帯電話の使用について、改めての安全を見ようということ。

それからヘルメットの着用と、具体的な指針でこういうふうに定めていると

いうことなんですけれども、これというのはあくまでも啓蒙というか、何か

江南市として罰則を加えるとか監視しているというよりも、要するに意識啓

蒙的な条例というふうに理解するところですが、警察、特にこういった処罰、

携帯電話の使用も含めてですが、ヘルメットを着用しなきゃならない。その

部分の罰則規定も含めたところ、何か情報があれば、こんなふうになります

と。 

 それからもう一点は、特に携帯電話とかそうしたことについて、先ほどほ

かの委員からも高齢者の事故率どうだとかありましたけど、全国で、もし分

かれば、こうした取締りの事例があったのかということも含めてちょっとお

教え願えればと思うんですが、以上です。 

○防災安全課長兼防災センター所長  罰則規定については、江南市の条例の

ほうでは設けておりません。また、県の条例の中でも罰則等は設けられてお

りません。 

 ヘルメット着用ですとか、こういった交通安全に関しましては、江南市と
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しましても江南警察等と協議、協力しながら事業のほうを進めてまいりたい

と考えておりますのでよろしくお願いします。 

○鈴木委員  多分そうだと思ったんだけど、じゃあ具体的に警察署として、

そうした違反行為に対して、どういうような、特に取締りといったら違う、

啓蒙というか。もし電話をしながら運転していると、あるいはヘルメットを

せずに通行している。どういった啓蒙をされるかと、あるいはどういうよう

な罰則規定があるかということについてはどうなんでしょうか。 

○防災安全課長兼防災センター所長  警察で特に取締りを強化するという話

については、残念ながら今のところこちらのほうとしては情報をつかんでお

りません。 

○鈴木委員  いずれにしても、なかなかこういったことというのは非常に啓

蒙だけではいかん部分がありますので、やっぱり具体的に、象徴的に警察が

直接交通違反切符を切るという前に、警告とか指導とか、そういうようなこ

とも含めて、多分言われなくても警察は取り組むとは思うんですけれども。

特にこのヘルメットとか、私も含めて、ついつい自転車に乗っちゃったと。

そういうときに警察に呼び止められて、どういうような措置がされるのかと、

もし従わなければどれぐらいの罰金が切られるぐらいか、一つの認識も含め

て、もし今後分かればお教え願いたいという気がしますので、そういう具体

的な法的措置がどうなっていくのかということをちょっと教えてもらいたい

と、聞きたかったもんですから。すみません、回りくどいことで。 

○防災安全課長兼防災センター所長  こういった条例のほうを定めさせてい

ただきますので、警察のほうとも連携しながら進めてまいりたいと思います

のでよろしくお願いいたします。 

○鈴木委員  はい、分かりました。 

○委員長  よろしくお願いします。 

 じゃあほかに。 

○稲山委員  先ほどの第９条の関係なんですけれど、全体の条文を把握して

おるわけじゃないもんですからちょっと分かりませんけれど、今回、高齢者

の交通事故防止の推進ということを特に上げてきたというのは、先ほど中野

委員が言われた交通事故が高齢者が六十何％やったかな、という話だったん
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だけど。この条例というのは江南市交通安全条例だもんだから、基本的にこ

の第９条の文言というのは、市長は、一番最初からあるんだけど、いろいろ

書いてあって、高齢者の交通安全に関する施策というんじゃなくて、これは

市長は市民の交通安全に関する施策を推進するものだと。第９条第２項につ

いては、市民及び車両の使用者等は市民の交通安全の確保を図るため、市民

が安心して道路をという条文じゃないの、これ。 

 第３項に関しては、市民の中の、ちょっと言葉が分かりませんけど、特に

高齢者は加齢に伴って生ずるといった文面が正しいんじゃないの、これ。ほ

かの条文の中に、市民に対するこういった内容というのがあれば別に、そこ

の中に特化してこの高齢者を抜いてきたというなら分かるんだけど、第１条

からずうっと見てないもんだから、内容を。ちょっと僕は分からないんだけ

ど、これというのは江南市の交通安全条例ですから、市民に対しての条例で

あって、一部の高齢者についてというのは、それはまた附則か何かの中で出

てくるなら分かるんだけど、条例の一部改正をする中で特段そういったこと

をすることというのはどうなんだろう。 

 やはり江南市の条例ですから、江南市民のための条例にしていかないかん

のじゃないかなあと思うんだけど。県がそうだというなら、別に県に合わせ

る必要があるのかないのか、ちょっと僕には分かりませんけれど。ですので、

基本ベースというのは江南市の条例ですから、市民が対象じゃないかなと私

は思いますけれど、いかがですか。 

○防災安全課長兼防災センター所長  今回の高齢者の交通事故防止の推進と

いうことで第９条のほうを新たに加えさせていただいております。こちらに

関しましては、委員からもありましたように高齢者の方に配慮したことが必

要ということで改めて抜き出しをさせていただいております。 

 そして市長の取組、そして第２項のほうで市民及び車両の使用者はという

ことで、実際に市民の方、そして自転車、自動車を含めた車両を使用する

方々が高齢者に対する配慮もお願いしたいということで、この第２項のほう

をうたわせていただいております。 

 そして、高齢者の方自身のこと、高齢者の方自身も御自身の身体的機能の

低下ということも自覚した上での交通安全の確保をお願いしたいということ
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から、今回第９条として新たに抜き出しをさせていただいて掲載させていた

だいておるものでございますので、よろしくお願いいたします。 

○稲山委員  だから、それは分かるんだけど、その中でそれは特にピックア

ップされた案文でいいんだけど、そのほかにきちっと市民に対するそういっ

た条文があれば別に僕はいいと思うんだけど、じゃないと、今度この高齢者

の交通事故防止の推進もそうだけど、じゃあ低年層の幼稚園だとか保育園児

の交通事故防止の推進だとか、障害者への推進だとか、全部要るんじゃない

の。 

 だから、この条文の第３条か第２条か、そこにきちっと市民に対する交通

安全の基本条例が書いてあれば別にいいんだけど、ただこれを見ると、第13

条以上からの団体への助成とか、交通死亡事故発生時の措置とか、その辺の

ことしか、ちょっと簡略的には内容が書いてないもんだから、ほかで書いて

あるか、それは確認をちょっとしていないもんだから分からないんだけど。 

 だから、高齢者、低年層、障害者、全てそういった条例が必要になってく

るんじゃないのというの。 

○防災安全課長兼防災センター所長  まずこちらの江南市交通安全条例のほ

うですけど、第３条のほうで市の責務ということ、そして第４条で市民の責

務ということでうたわせていただいております。 

 第４条、市民の責務の中では、「市民は一人ひとりが交通社会の一員とし

ての自覚と責任により、日常生活を通じて交通安全の確保に努めなければな

らない」というふうにうたわせていただいております。 

 こうしたことの中から、特に今回は高齢者の部分を第９条の中で改めてう

たわせていただいておりますので、よろしくお願いいたします。 

○稲山委員  だで、その内容が……。 

○委員長  すみません、発言は委員長の指名の後にお願いします。 

○稲山委員  だから、その第９条に対してきちっと第３条というのがあるん

やね。市長は市民の交通安全に関する施策を推進するとか、市民及び車両の

使用者は市民の交通安全の確保をするため、市民が安心して道路を通行でき

るよう配慮しなければならないと、そういった条文が入っておるんだね、こ

この中へ。 
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○防災安全課長兼防災センター所長  はい、そのとおりでございます。 

○稲山委員  それなら結構です。 

○委員長  よろしいですか。 

○岡本委員  ちょっと確認なんですけれども、まず第10条の携帯電話等の使

用の根絶と書いてあるその「等」というのは何を指すのか、教えてください。 

○防災安全課長兼防災センター所長  携帯電話等ということでございますが、

いろんな電子機器であったり、当然運転に支障を及ぼすような操作をするよ

うなものを対象というふうに考えております。音楽プレーヤーとか、そうい

ったものでございます。 

○岡本委員  ということは、雨降りのときに傘を差している方がたまにいら

っしゃるんですが、それも入ってくるということでしょうか。手で持って運

転されていることをたまに見るんですけれども、そういったものも入ってく

るという認識でよろしいんでしょうか、お願いいたします。 

○委員長  暫時休憩します。 

午前９時57分  休 憩 

午前９時57分  開 議 

○委員長  休憩前に引き続き会議を再開します。 

 先ほどの副委員長からの質問に関して、今回の議案とは関連がないため、

また後ほど御回答されるということでございますので、後ほどの回答にお願

いします。 

 ほかに質問ありませんか。 

○三輪委員  最近あった例なんですけれども、高齢者の方が自転車で歩道を

走ってみえて、段差があって、ちょっと転んでけがされたというようなこと

がありました。そこはすぐ対応していただいて、道路を直していただいたり

したんですけれど、高齢者自身がヘルメットをかぶったりとか気をつけると

いうことは当たり前というか当然なんですけれど、市としても、本当に江南

市の道ですよね。車の通る道もかなり凸凹なんですけど、歩道といいますか、

自転車を奨励している割に本当に道の凸凹が大きくて、高齢の方が自転車に

乗るのがちょっと怖いなというところもありますので、ぜひそういうところ

を目配りしていただいて、もしそういう報告があれば、何とか早めに直して
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いただくというのをぜひこの機会によろしくお願いしたいと思います。 

○委員長  要望でよろしかったですね。 

 ほかに質疑は。 

○岡本委員  あと１つだけなんですけれども、第２条関係の第12条第４項で

すね。こちらに保険または共済に加入しなければならないと書いてあるんで

すけど、未加入の自転車は乗れなくなるという認識でよろしいんでしょうか、

お願いいたします。 

○防災安全課長兼防災センター所長  あくまでも加入義務ではございますが、

所有していなければ、自転車に乗ることを禁じておるということではござい

ませんので、ただ自転車の損害賠償保険等につきましては、御自身、そして

もし万が一事故が起きた際の相手を守るためのものというふうに考えており

ますので、保険への加入のほうはお願いしたいというふうに考えております。 

○岡本委員  じゃああくまでお願いというか、要望というか、市民にお願い

するという形ですね、これは。加入義務はないということですか。義務です

よね。義務であっても、入ってないやつは乗っても大丈夫。罰則がないとい

う意味。 

〔発言する者あり〕 

○岡本委員  なかなか難しいですね。 

 これは義務だということは理解しましたけれども、乗れなくなるわけでは

ないという認識を市民の方が持っていいものなのかどうか。実際、入ってほ

しいんであれば入ってほしいという啓発といいますか、をしていただけると

ありがたいなあと、それは要望しておきますのでお願いいたします。 

○委員長  要望という形でよろしかったですかね。 

 ほかに質疑は。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○委員長  それでは、委員外議員として発言をしたいとの申出がありますが、

会議規則第117条第２項の規定により、発言を許可することに御異議ござい

ませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長  異議がないということですので、委員外議員としての発言を許し
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ます。 

○大薮議員  ありがとうございます。では、発言のほうを許していただけた

ので２点だけ確認と、それからもし分かれば教えていただきたいと思います。 

 せっかくこうやって条例が変わって、大変いいことだと思います。ただ、

これがただのお題目になってはいけないと思いまして、実際、小学校、中学

校なんかにおいては、こういう安全教育、特に自転車の関係などは御尽力い

ただいているというふうに聞いています。 

 先日、江南警察署へちょっと用事で行ったときに、交通課の方から、どう

してもやっぱり高校生とか、それから社会人の方の自転車の逆走ですとか無

灯火、一時停止が招く交通事故が大変多いと。そういったところで、こうい

った高校生とか、それから社会人に対する教育、宣伝活動、もしくは啓発活

動などは現状どのようにされているのか。そして、今後それをどのようにさ

れていきたいのかということをちょっとお尋ねします。お願いします。 

○防災安全課長兼防災センター所長  現状で、まず交通安全につきましては

市ホームページ等で紹介はさせていただいておりますが、こういった取組を

警察、交通安全協会とか、そういった機関とも協力しながら、さらに啓発等

進めさせていただきたいというふうに考えております。 

○大薮議員  ありがとうございました。 

 せっかくですから、ちょっと提案になりますけれども、あんしん・安全ね

っとメールサービスとか、こうした安心・安全という言葉がついたものがご

ざいますので、そういったところにおいて週に１本ぐらいそういった自転車

の乗り方についての簡単なアドバイスなどが載るといいなあというふうに思

っていますので、そんなところも御検討ください。 

 以上で終わります。 

○委員長  要望という形で、よろしくお願いします。 

 ほかに質疑のほう、ないですか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○委員長  質疑も尽きたようでありますので、これをもって質疑を終結しま

す。 

 暫時休憩いたします。 
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午前10時03分  休 憩 

午前10時03分  開 議 

○委員長  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 議案第46号を採決します。 

 本案を原案のとおり可決することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長  異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

──────────────────────────────────── 

  議案第50号 令和３年度江南市一般会計補正予算（第３号） 

         第１条 歳入歳出予算の補正のうち 

          都市整備部 

         の所管に属する歳入歳出 

          経済環境部 

         の所管に属する歳出 

         第３条 地方債の補正のうち 

          雨水対策施設整備事業 

          道路改良事業 

          街路改良事業 

          鉄道高架化整備事業 

 

○委員長  続いて、議案第50号 令和３年度江南市一般会計補正予算（第３

号）、第１条 歳入歳出予算の補正のうち、都市整備部の所管に属する歳入

歳出、経済環境部の所管に属する歳出、第３条 地方債の補正のうち、雨水

対策施設整備事業、道路改良事業、街路改良事業、鉄道高架化整備事業を議

題といたします。 

 なお、審査の方法ですが、歳入歳出一括で各課ごとに審査したいと思いま

すので、よろしくお願いいたします。 

 最初に、都市整備部防災安全課について審査をします。 

 当局から補足説明がありましたらお願いします。 
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〔発言する者あり〕 

○委員長  議案第50号に入る前に、今、都市整備部の防災安全課のほうから、

先ほどの副委員長の質問に対して保留になっていた分を今回答できるとの発

言がございましたので、先に回答のほうをしていただきます。 

○防災安全課長兼防災センター所長  お時間いただきまして、大変申し訳ご

ざいませんでした。 

 先ほどの御質問で、自転車における傘差しの禁止でございますけれども、

こちらに関しましては道路交通法第71条のほうで記載がされているというこ

とで、よろしくお願いいたします。 

○委員長  副委員長、よろしかったですか。 

 ありがとうございます。 

 では、続きまして都市整備部からの補足説明をお願いします。 

○防災安全課長兼防災センター所長  それでは、議案第50号 令和３年度江

南市一般会計補正予算（第３号）のうち、防災安全課が所管する補正予算に

つきまして御説明させていただきます。 

 初めに、歳入について御説明させていただきますので、議案書の60、61ペ

ージをお願いいたします。 

 60、61ページの下段、16款２項１目１節総務管理費補助金、説明欄の自転

車乗車用ヘルメット着用促進事業費補助金50万円の補正増をお願いするもの

でございます。 

 続きまして、歳出について御説明させていただきますので、64、65ページ、

最下段、２款１項８目防災安全費で、説明欄にございます交通安全対策事業

におきまして、新たに自転車乗車用ヘルメット着用促進事業としまして100

万円の補正増をお願いするものでございます。 

 補正予算説明資料の７ページにこの事業の概要を掲げてございますので、

御参照賜りたいと存じます。 

 補足して説明することはございません。よろしくお願いいたします。 

○委員長  これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

○三輪委員  議案質疑でも出ていたと思うんですけれど、令和４年２月28日
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まででこの補助対象期間が終わるということで、３年間続けるとしたら、３

月に購入した方が次対象にならないということか、次は今度３月１日から来

年度は対象になるということか、そこをちょっとお聞きしたいんですけど。 

○防災安全課長兼防災センター所長  この事業でございますが、今のところ

３年間を予定させていただきたいというふうに考えております。 

 来年度以降も引き続き予算をお認めいただくという前提でございますが、

本年度３月中の購入では補助対象になりませんが、同じ方が例えば来年の４

月以降、そのときの対象年齢要件に該当すれば、その４月以降の購入に対し

て補助のほうをさせていただくことになります。年度ごとに区切らせていた

だいておりますので、よろしくお願いします。 

○三輪委員  ちょっと確認です。そうすると、やっぱり３月１日から３月31

日までに購入した方は、この補助は受けられないということですね。 

○防災安全課長兼防災センター所長  現在は補助の対象外というふうに考え

させていただいております。 

○鈴木委員  関連して、これも議場でも聞いておったんですけど。ちょっと

話が戻りますけど、先ほどの罰則規定にもいろいろもしあれば、ヘルメット

なしで乗っておった場合、どのような対処をされるかということも関連して

くるとは思うんですけれども。特に先着何名様じゃないですけど、期限があ

ります。特に申込み期限が過ぎてしまう。例えて言うなら３月に申請したけ

れども、もういっぱいでごめんなさいねと。２月いっぱいですよ。そのとき

はその年度での予算枠がなくなったというものの、それを翌年度での申請可

能ですよというような、ぜひとも対応してもらわんことには、それはやっぱ

り一貫性が取れない気がするんですが、どうなんですか、その考え方は。 

○防災安全課長兼防災センター所長  今回の補助でございますけれども、あ

くまでもヘルメットの着用の促進をお願いするものでございまして、この補

助の制度としまして区切りのほうをさせていただいておりますので、御理解

いただきますようよろしくお願いいたします。 

○鈴木委員  極めて年度主義というか、申請主義ということが分かるんです

けれども、この制度の趣旨からいったら非常に矛盾を生じている。推進して

ヘルメットをかぶってもらおうと。それに逆に水を差すような、そうしたよ
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うな取扱いだと私は気がしますので、３月であったとしても、それを４月以

降の取扱いとして認めていくという格好にしないと、やっぱり理解は得られ

ないような気がするんですけれどもね。これ以上は、当局の御判断というこ

とであれば、それで進めてもらっても結構でございますけれども、ちょっと

その付近は非常に違和感を感じます。以上です。できたらそういうふうに要

望をしたいと思いますけどね。 

○都市整備部長兼危機管理監  いろいろ御心配かけておりますけれども、も

ともとこの補助事業には県の補助を見込んでやっているところもありますけ

れども、例えば本当にヘルメットの申込みが多くて対応できないような場合

については、やはり単独の市費事業でも考えていかなきゃいけない。そうい

ったことも考えるところでございますので、今後の動向を注視しながら、そ

の辺は検討させていただきますのでよろしくお願いいたします。単市事業で

あれば、多分できると思いますので。 

○尾関委員  補足資料の中の通学用ヘルメットという言葉の概念を教えてほ

しいんですが、この通学用ヘルメットというのは通学に用いるヘルメットか、

もしくは学校等で通学に用いるといいと推奨している、もしくは指定してい

るヘルメットそのものを言っているのか、どちらでしょうか。 

○防災安全課長兼防災センター所長  通学用のヘルメットでございますけれ

ども、自転車通学を認められている生徒が主に通学のために着用するヘルメ

ットというふうに考えております。 

 学校の指定のヘルメットというのが、指定があるもの、ないものとあると

いうふうには聞いておりますので、このメーカーのこのものということでは

なくて、その主たる目的が通学用のヘルメットとなるものについてを除外さ

せていただくものでございます。 

○尾関委員  それでは、例えば事例でお話ししますが、小学校６年生がヘル

メットを購入し、この補助金を得ました。で、中学校になったときに、同じ

ヘルメットを通学用に用いた場合は2,000円の返金を求めるということでし

ょうか。 

○防災安全課長兼防災センター所長  今の御質問は、一番最初、６年生の子

が購入するときは、４月からの通学というのをある程度見越して購入したと
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いうことでしょうか。違うということですよね。 

○尾関委員  ６年生の子が、そのときのために使うヘルメットをこの補助を

いただきながら使用していたが、同じヘルメットを中学校１年生の４月１日

以降に使ってしまう可能性が起きたときに、そのヘルメットは通学用ヘルメ

ットとみなされて補助の対象から外れるんで返金を求めてくるのかという事

象はゼロとは言えないので、ヘルメットは３年とか耐久性がありますので、

その辺りどうしますかという。 

○防災安全課長兼防災センター所長  購入いただいたときの申請の状態での

受け付けとさせていただくことから、あくまでも日常使いのヘルメットの御

購入というふうに申請いただければ、そのように補助をさせていただくつも

りでございます。 

○稲山委員  先ほどの補助事業の話なんだけど、３年間という話なんだけど、

部長も言っておられましたけれど、これというのは来年、県の補助が下りな

かったら、もしやらなかったら、これというのはどうするの。やりますはい

いけど。 

○防災安全課長兼防災センター所長  県のほうとしましては、この３年間事

業を実施するというふうに県のほうが今のところ表明しております。あわせ

て江南市も３年間実施させていただきたいというふうに考えております。 

○稲山委員  ああ、そういうこと。そうすると、予算的に下りてくるのは本

当に４月か何かしらんで下りてくる、これ。 

 ３月１日から31日までは駄目だよという話の中で、４月１日からという話

なんだけど、県の予算が次ちょっと分からないんだけど、多分来年度予算で

つけるのかどうか知らんけど、そんなに早く江南市のほうに来るの。普通、

今の木造の耐震だとかいったって、来ないと受付もしないでしょう。 

○防災安全課長兼防災センター所長  まず今年度の県の補助金についてでご

ざいますけれども、今年度の分に関しましては今年度末の段階で県のほうに

補助金申請させていただきますので、県の補助金は今年度末にしか市のほう

には入ってまいりません。江南市のほうでは２月28日までに申請いただいた

分につきまして集計し、県のほうに申請をしていくという流れになります。 

○稲山委員  そうすると、２月28日までに申請された分というのは、その支
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払いはいつになるの、江南市から申請者へ。 

○防災安全課長兼防災センター所長  申請いただきましたら、随時市のほう

から申請者のほうには振り込みをさせていただきます。市のほうからは、先

に県の補助金を立て替えて個人の方にお支払いするという流れになります。 

○稲山委員  基本的に、県のほうが３年やるという話が決定ならいいんだけ

ど、先ほどの件でないけど、その話がおかしくなっちゃうんだけど、本年度

としては２月二十何日で締切りだと。そして、また来年度やるかやらないか

は県の補助金の対象によって変わるというふうにしておいたほうがいいんじ

ゃないの。だって３年やるといって、今の話じゃないけど、１か月間空白期

間を設けるんじゃなくて、基本は年度年度という話であれば、最初のこの案

件じゃないんだけど、期限としては２月28日でもう締切りだよという話でし

ておいたほうがいいような気がするんだけど。もう最初から３か年事業です

よというような話を公に出すということは、補助対象事業としていいのかな

あと思うんだけど。だったら、最初から３年間の補助事業としてきちっと予

算取りを、江南市が３年間やりますといった、こんな令和何年じゃなくて。

だって、１か月分の件数がどのぐらい来るか知らんけど、江南市の2,000円

ぐらい出してやればいいじゃないの、こんなの。そんなこと言っておるのだ

ったら、３年やると言っておるならと私は思いますけれど。 

 だで、その補助金に対する事業だから、それに当てはまるような内容で広

報なりそういった周知をしたほうがいろいろと後でもめごとがないような気

がするんだけど、どうですかね。 

○防災安全課長兼防災センター所長  今回のこの補助事業でございますが、

あくまでも今年度の単年度事業でまずは出させていただいておるものでござ

います。 

 ただ、先ほど３年ということを御説明させていただきましたが、これはあ

くまでも県としての事業が一応３年間を想定しておるということになります

ので、また来年度は来年度事業として改めて御協議いただく、予算のほうを

お願いすることになるというふうに考えております。 

○稲山委員  それはそれでいいんだけど、先走って３年間やるということじ

ゃなくて、本年度は２月28日で締め切って、取りあえずこの事業は終わると
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いって、また４月１日から始まるというのは、３月に入ってからの時点での

話にしておいたほうがいいんじゃないのということを言っておるだけです。

その単年度事業で終わるという話なら。 

○防災安全課長兼防災センター所長  ありがとうございます。 

 それぞれ単年度事業というふうにこちらは考えておりますので、御指摘あ

りがとうございました。 

○都市整備部長兼危機管理監  もともと県のほうも高齢者だとか児童・生徒

等の数を集計するに当たってはやっぱり３年間で何とかその着用率を上げて

いきたいという考えがあるもんですから３か年というふうに申し上げました

けど、もちろん県の補助事業ということで単年度で締めてまいりますので、

３か年と言い過ぎるところがございますけれども、またその次も続くという

ことで、引き続き市民の皆さんには啓発して何とか着用の促進につないでい

きたいと、そういうふうに思っております。よろしくお願いします。 

○中野委員  これ県の補助は50万円あって、１年目、申請、蓋を開けてみた

ら20万円ぐらいで終わっちゃったとなると、これ県の予算も来年また50万円

来るのか削減されるのか、これどういう形になってくるんですか。 

○防災安全課長兼防災センター所長  県のほうの積算でございますけれど、

県全体のこの対象になる年齢の方をベースに積算しておりまして、それを３

か年で分割して予算のほうを組まれているというふうに聞いております。 

 そのため江南市も同様な計算をさせていただいておることから、今年度

500人相当、来年度以降もでございますが、それぞれ500人相当での予算化を

していきたいというふうに考えております。これは県のほうの補助の割合も

同様に、県のほうでの案分がそのように３分割で予定されているというふう

に聞いております。 

○中野委員  前、補助ブレーキか何か補助があったと思うんですけど、あれ

もあんまり申請がなかったと聞いていて、今回、今県のほうがそういう積算

して持ってきたとなるけど、50万円に満たなくても毎年50万円来るという形

になるという認識でいいですか。 

○防災安全課長兼防災センター所長  実績に応じた県からの補助金になりま

すので、当然、江南市のほうで申請の数が少なければその分の補助金という
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ことになるというふうに考えております。 

○中野委員  そうすると、１年目少なければ実績に応じて減らされるという

認識になるんですよね。申請があればいいんだけど、2,000円ぐらいだとな

かなか申請あるのかなあと。 

○防災安全課長兼防災センター所長  例えば、今年度の申請者が少ないとい

うことで来年度の県の江南市に対する配分が減るということではございませ

ん。来年度は来年度で江南市での交付の見込みに応じた補助申請をしていく

ことになり、その実績に基づいた県への交付申請をお願いすることになると

いうふうに考えております。 

○稲山委員  予算は50万円で来るけど、申請があった分しか入ってこないと

いうことだわ。 

○委員長  ほかに質疑のほう、ありませんか。 

○三輪委員  ちょっと今のに関連してですが、先日、議案質疑の中でその実

績のところ、例えば扶桑町がたくさんあったのは、学生用のヘルメットにも

補助を出しているということだそうですので、特に中学に入ったときとか、

本当に保護者の方はお金がかかっているので、自転車用のヘルメット、規定

のものはそんなに高くはないかもしれないんですけど、この半額補助という

のを、通学用も除くというのがちょっとよく分からないのでそこも入れたほ

うがいいんじゃないかと思うんですが、通学用のヘルメットを半額補助する

と幾らぐらいになるかというのは分かりますか。 

○防災安全課長兼防災センター所長  まず通学用ヘルメットに関しましては、

今回の補助は着用促進ということで、通学の際には学校のほうから自転車通

学する生徒に指導があるということから、非常に着用率が高いというふうに

考えておることから除外をさせていただいたということでお願いいたします。 

 もし仮にですけれども、通学用ヘルメットを全て補助対象にするとどうな

るかということでございますけれども、おおよそ中学１年生に上がる生徒が

毎年約900名程度というふうに聞いております。そのうち通学に関わる生徒

がどのぐらいになるかは分かりませんが、例えば全体、新中学１年生の８割

り程度がもし通学するとすると720名ぐらいが自転車通学があるのかなあと。 

○委員長  そんなに、少ないんじゃないですか。 
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○防災安全課長兼防災センター所長  ごめんなさい。例えばの想定でござい

ます。 

 ヘルメット価格というのが、大体通学のヘルメットで購入される価格はお

よそ2,500円前後ではないかというふうに聞いております。そこから補助金

が半額ということになりますと、１個当たり1,250円が補助金になるかと思

います。で、先ほどの例えば900人のうち半数が自転車通学ということであ

れば450人の1,250円ということになりますことから、補助金の総額としては

56万2,500円、約57万円ほどになるのではないかというふうには考えます。 

○三輪委員  今年度についてはというか、県からこの通学用は外すと、通学

用に補助をしても県の補助は出ないと、こういう通達になっているわけです

か。 

○防災安全課長兼防災センター所長  県のほうからは、明確に通学用ヘルメ

ットを除外するということではございませんが、先ほど申しました県の積算

の中を見てまいりますと、ヘルメットの着用がない児童・生徒等のカウント

ということになっておりますので、通学用ですと皆さんほぼ通学用のヘルメ

ットを着用していただいているということから、そういったものは除外した

数で積算されているというふうにこちらは判断しております。 

○委員長  ほかに質疑のほうはございませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○委員長  質疑も尽きたようでございますので、続いて土木課について審査

をいたします。 

 当局から補足説明がありましたらお願いします。 

○土木課長  議案第50号 令和３年度江南市一般会計補正予算（第３号）の

うち、土木課が所管する補正予算につきまして御説明申し上げます。 

 歳出について御説明申し上げますので、議案書の72ページ、73ページの下

段をお願いいたします。 

 ８款土木費、２項道路橋りょう費、１目道路橋りょう費でございます。 

 １目の道路橋りょう費に2,047万5,000円の増額補正をお願いするものでご

ざいます。 

 73ページの説明欄をお願いいたします。 
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 道路側溝・舗装等整備事業といたしまして2,047万5,000円の増額補正をお

願いするものでございます。 

 なお、緊急処理工事の位置図といたしまして補正予算説明資料の11ページ

に掲げておりますので、後ほど御参照賜りたいと存じます。 

 補足説明はございません。御審議のほど、どうぞよろしくお願い申し上げ

ます。 

○委員長  これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

○稲山委員  緊急処理工事の、ちょっと内容だけ教えてくれる。要は、舗装

だとか歩道部分がどうなるんだとか、側溝もあるんだけど、その辺どういっ

た仕事になるのか、ちょっと教えて。 

○土木課長  今回の緊急処理工事は、舗装の打ち替えということで車道部分

の舗装の打ち替えのみでございます。その代わり、今の道路は５センチの舗

装なんですけれども、ちょっと弱いと判断しまして10センチの舗装で打ち替

える予定でございます。 

○稲山委員  そうすると、歩道じゃなくて車道だけやって、歩道部分とか側

溝部分はなぶらないという解釈でよろしいんですね。 

○土木課長  そのとおりでございます。 

○稲山委員  はい、分かりました。 

○尾関委員  こちらの道路は私もふだん使いしている道路なので、ある程度

把握しておりましたが、江南岩倉２号線上に、この道路の部分に明神橋があ

るかなあと。ここっていうのが数年前に橋梁の補強工事をやっていて、その

ときもアスファルトをめくっておるんですよね、たしか。ということは、実

質四、五年しかもたんかったということだと思うんですよ。もっとひどいと

ころは、神明小網橋のたもとのジョイントのところの脇とか、完全に陥没し

ているところがあって、仕方ないんですけど、交通量がすごいんで劣化はし

ていくんだと思うんですけど、この道路１本でも路盤まで触る場所があるの

か、例えば明神橋の上はオーバーレイでいけるのかとか、その場所によって

多分施工方法は全部異なってくると思うんです、この250メートルの間でも。

その辺りを場所場所でちゃんと現況の被害というか、劣化状況に応じてやり
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方を変えていくのか、一律10センチだけだよという話なのか、その辺ちょっ

と詳細になるんですけれども、分かる部分を教えてください。 

○土木課長  予算計上につきましては、舗装の10センチの打ち替えを計上し

ておりますが、実際に施工に当たりまして舗装をめくった段階で路盤の状況

を確認して、路盤状況がひどい場合にはまたそこで検討してまいりたいと考

えておりますのでよろしくお願いいたします。 

○尾関委員  もう一つです。 

 アンダーパスが１か所あるんですね。アンダーパスのところ、冬場になる

と１メートル超えのつららができるんですよね、あそこね。刺さると痛いだ

ろうなあというか、車に当たる可能性もあって、結局事前に１回、過去聞い

たことがあって、やっぱり漏水は止めれないんだよねという話はあるんです

けど、路盤の下で止めれるんであれば、でも止まらんだろうな。そういう現

況のアンダーパスの不具合も修正ができるんであれば、せっかくなんで対策

を。こんなに予算も取ってもらうんで、もし予算の中でやれるんであればと

いう要望をしておきます。 

○委員長  じゃあ要望でよろしかったですか。 

 その他、質疑のほう。 

○鈴木委員  このように従来の舗装から比べると非常に厚くしてやられると

いうことで、非常にこれはよろしいことかと思うんですが、これはいいんで

すが、ちょうど今も尾関委員のほうからもあったんだけど、これ神明小網橋

のたもとまでですね。 

 ちょっと関連するかもしれん、この舗装のこととはちょっと違うんですが、

延長線上にこの神明小網橋、実は別件で、本当はさっき防災安全課にも関係

する話になってくるんですが、他市町からも、あるいは地域の方からも、横

断歩道が消えている、中央線が消えている、安全対策はどうなっているんだ

ということで、各務原市、江南市、両方の市民から、あるいは行政側からも

そういうような問合せが来ておるもんですから関連してお聞きするんですけ

れども。要するに神明小網橋まで、まず舗装の部分のことはこれでいいんで

すが、各務原市との締結、延長線上になりますので、道としては一体になる

わけですけれども、その付近の協定というか、どこまでが江南市の橋の守備
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範囲になるんでしょうか。ちょっとこれとは直接関係ないんですが、関連と

してお尋ねするんですが。 

○土木課長  神明小網橋につきましては、各務原市と管理協定を締結してお

ります。管理協定の中では、橋の半分、320メートルぐらいあるんですけど、

その半分で管理、愛知県側は江南市、岐阜県側は各務原市でやるようになっ

ております。 

 区画線など全体で、例えば橋の端から端までやるような場合におきまして

しは、折半でやるような協定になっております。 

○鈴木委員  分かりました。 

 これはこの案件とは違いますけど、一体としてやらなあかん事業だと私は

理解しますので、各務原市との、今回この舗装の予算は出てないもんですか

ら、その先端部分までの。その付近についてどのような見解でおられるか、

ちょっとお聞かせください。 

○土木課長  神明小網橋上の区画線が消えかかっているのは把握しておると

ころでございますが、区画線につきましては防災安全課のほうで引いていた

だけるということで、予算のほうは確保されている様子でございます。 

○鈴木委員  特にこの橋のたもとには横断歩道があります。フラワーパーク

江南のほうを越えていく。全く消えてありません。そういうことも含めて防

災安全課を通じてお聞きしましたら、下の舗装の改修について、今これは橋

のたもとまでの横断歩道のところは、恐らくは舗装後にきちっとした歩道が

ペインティングされるとは思うんですけど、それ以外の区画線、他市町から

も調整をしているというふうに報告をもらっておるんですけど、そのことに

ついての庁内というか、課内というか、部内連携はどうなっておるんですか。 

○都市整備部長兼危機管理監  区画線は主に防災安全課が担当しております

けれども、道路整備だとか併せて不足があまりないように、いわゆる交通安

全に支障がないように区画線のほうはやっていきたいと思っています。 

○鈴木委員  具体的には、各務原市との調整はされているんですか、その辺

りの工事日程も含めて。 

○都市整備部長兼危機管理監  防災安全課のほうが各務原市と調整をしてい

るようでございますので、日程だとかそういった詳細が決まりましたらまた
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お知らせをいたします。 

○鈴木委員  分かりました。 

 ちょっと今の事業案件とは違うことですけれども、要するにここだけ舗装

をして、そこだけが取り残されるというのはあまりにも、幾ら県境、市境と

いうものの、市民目線、あるいはいろんな住民感情からすると、なぜ一体に

やらないんだと。予算ですと、まだ調整が済んでおりませんだけでは、なか

なか気の利かないような行政だなと、このように思われますので、適切にき

ちっと庁内あるいは他市町連携の下、ちゃんと市民あるいは住民目線に理解

の得られるような対応をしてもらいたいです。 

 それから、確認ですけど、先ほど言いました橋のたもとの歩道、センター

ライン、先ほど交通安全と言われましたけど、センターラインすら分からな

いということでございますので、この舗装が完了しましたら、そのとき警察

としっかりと連携していただいて、そうした安全対策もしっかり取ってもら

いたいということを要望しておきます。以上です。 

○委員長  要望ですね。 

 ほかに質疑はございませんか。 

○三輪委員  まず大変大きい工事のようですけれども、ここを通行止めとい

うような期間はないのかどうかをちょっとお伺いするのと、あとこれは多分、

本当は道路施設長寿命化事業のはずが、道路側溝・舗装等整備事業というふ

うで出てきていると思うんですけれども、そもそも当初予算で道路施設長寿

命化事業では１路線しか出てきてなくて、今回ここがどうしても急に必要と

いうことで出てきたと思うんですけれど、この道路側溝・舗装等整備事業と

いうのにもともと１億円しかついていなくて、本当に町内とか地区の方から

の要望とかにどの程度対応できているのかなあ。この予算、ちょっと今回の

直接はあれなんですけど、今後やっぱりここをもう少し増やす必要があるし、

今回出てきたところがちょっと違う気がするんですけど、その点はどうなん

でしょうか。 

○土木課長  まず通行止めになるのかどうかという御質問に対しましては、

片側交互通行で施工する予定でございます。 

 本来は委員御指摘のとおり道路施設長寿命化事業のほうの予算でやるべき
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箇所であると把握しておりますが、今回はふだん道路パトロールする上や近

隣から入ります苦情、通行者から入ります苦情に伴いまして緊急で工事を行

うものでございます。 

 今後につきましては、道路施設長寿命化事業のほうの予算をつけていただ

きますよう要望してまいりますので、よろしくお願いいたします。 

○委員長  ほかに。 

○三輪委員  例えば地区のほうから出ている要望なんか、結構道路だとか側

溝、たくさんあると思うんですけれど、何割ぐらいというか、今その年度で

対応できているのがどのぐらいあるのかというのがもし分かれば教えてくだ

さい。 

○土木課長  すみません。令和２年度の実績で申し上げますと、要望受付件

数が476件、要望処理件数が283件で、要望の処理率といたしましては59.5％

程度になっております。 

○委員長  ほかに質疑はございませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○委員長  質疑も尽きたようでございますので、続きますけれども、ここで

暫時休憩といたします。 

午前10時44分  休 憩 

午前10時58分  開 議 

○委員長  休憩前に引き続きまして会議を始めます。 

 続いて、都市整備課について審査をいたします。 

 当局から補足説明がありましたらお願いします。 

○都市整備課長  それでは、都市整備課所管の一般会計補正予算（第３号）

につきまして御説明させていただきます。 

 議案書の57ページをお願いいたします。 

 第３表の地方債補正として雨水対策施設整備事業、道路改良事業、街路改

良事業、鉄道高架化整備事業を掲げております。 

 続きまして、歳入につきまして御説明させていただきます。 

 ページをはねていただきまして60ページ、61ページをお願いいたします。 

 中段の15款２項４目２節都市計画費補助金に565万円の補正増を、その下
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の４項３目２節都市計画費交付金に2,348万8,000円の補正増を、ページをは

ねていただきまして、62ページ、63ページの最下段で22款１項４目２節都市

計画債に550万円の補正減をお願いするものでございます。 

 続きまして、歳出につきまして御説明させていただきます。 

 74ページ、75ページをお願いいたします。 

 上段、８款４項２目都市整備費は財源更正をお願いするもので、76ページ、

77ページ上段まででございます。内容につきましては、それぞれ右側説明欄

を御覧いただきますようよろしくお願いいたします。 

 補足説明はございません。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長  これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

〔挙手する者なし〕 

○委員長  質疑もないようでございますので、続いて、経済環境部商工観光

課について審査をいたします。 

 当局から補足説明がありましたらお願いいたします。 

○商工観光課長  それでは、議案第50号 令和３年度江南市一般会計補正予

算（第３号）のうち、商工観光課が所管します補正予算について御説明申し

上げます。 

 歳出につきまして御説明させていただきますので、議案書の70、71ページ

をお願いいたします。 

 中段、５款１項１目労働費、説明欄、中小企業退職金共済加入促進補助事

業で28万9,000円の増額をお願いするものでございます。 

 はねていただきまして、72、73ページをお願いいたします。 

 最上段、７款１項１目商工費、説明欄、地場産業活力向上事業で240万円

の減額、その下、企業誘致等推進事業で3,203万3,000円の増額、その下、観

光推進事業で574万2,000円の減額をお願いするものでございます。 

 補足説明はございません。どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員長  これより質疑を行います。 

 質疑のほうはございませんか。 

○三輪委員  企業誘致等推進事業のことですが、議案質疑でも出たんですけ
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れど、この５年間で１億5,820万円というかなり高額の企業誘致に対するお

金がかかっているのに、例えば令和２年度の法人税が47万円という、ちょっ

と驚くべき数字が出てきたわけなんですが、本当によく費用対効果というふ

うに言われるわけですけれど、一応今ちょっとコロナのこともあって、すぐ

これがこのまま続くかどうかというのは分からないとは思うんですけれど、

例えば、今やっている３年間固定資産税を減免するとかそういうことについ

て見直していくとか、そういうような考えはないんでしょうか。 

○商工観光課長  これらの奨励金や補助金につきましては、新規の立地、新

規企業を誘致するという目的がございますし、既存の企業につきましては、

市外に流出しない、定着していただくという目的の下、この優遇制度を実施

させていただいております。 

 今のところは、これまでの実績なんか見ておりましても、これらの奨励金

を申請いただいて交付させていただいている企業もございまして、ニーズは

あるものと認識しております。それから、市内の事業所景況等調査、これら

のアンケート項目の中でも、今後事業所等の新増設を行う計画や意向がある

企業だったり、償却資産を取得する計画や意向があると回答していただいて

いる企業もあったりしますので、こういったところからも今後に向けての一

定のニーズがあるものかなあというふうに考えておりますので、今のところ

この制度を続けていくという考えでございます。 

○三輪委員  コロナ禍の中で大変な企業もあるということで、その応援とか

新しい雇用創出という面もあるとは思うんですが、新規採用の方も７名とい

うような話で、パート職員だとかが多いと思うんですけれど、この新規に入

ってこないパート職員の雇用というか人数というか、そういうものを昨年度、

大体どのくらいとか人数がもし分かれば教えてください。 

○商工観光課長  今、委員おっしゃられました正規、非正規を含めての人数

というのは企業のほうの話になりますので、市のほうとしましては把握のほ

うはしておりません。 

○三輪委員  ニーズがあるとか雇用が進んでいるというようなことでしたけ

ど、やっぱりその辺、数的にある程度つかまないと、本当にこれだけお金、

市民の税金を使って今後も続けていいかというのは、ちょっとまだ検討しな
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くちゃいけないのかなあというふうに思います。 

 もう一点、今年度、中小企業固定資産税減免制度というのが今年１年でき

ているわけなんですけど、これを使えば市が全部固定資産税、土地以外です

けど出す必要がないと思うんですけど、こういう制度は使って、今年度この

企業に対する固定資産税の優遇措置というのは行っていく予定はあるんでし

ょうか。 

○商工観光課長  中小企業再投資促進奨励金につきまして、今年度当初予算

でお認めいただいた企業の中で、今委員おっしゃられました新型コロナウイ

ルス感染症に係る減免措置といったものも対象になってきました企業もござ

いました。 

 あと、３年に１度の評価替えもちょうど今年度になりましたので、そうい

ったところで全部ではないんですが、評価のほうが４月に入ってから下がっ

た企業もございましたので、今回補正予算で上げさせていただきましたのは、

５つの企業につきましては奨励金を新たに交付させていただくという増額分

になりまして、当初の分で先ほど委員おっしゃられた内容も含めまして、減

額措置といったところも６社ございますので、相殺した数を今回の補正予算、

合計の中に含めさせていただいております。 

○委員長  ほかに質疑はありますか。 

○中野委員  73ページの江南市民サマーフェスタ補助事業なんですけれども、

江南市民サマーフェスタがマンネリしているとは言いませんけれども、来場

される方も割と限定的なイメージもちょっとあるので、今後イベント会社と

連携して民間の力を使って活況していくとか、そういうのも一つの方法かな

あと思うんですけど、そういう方針というか考え方としてはあるのかないの

か、その辺のお考えをお聞きしたいんですけれども。 

○商工観光課長  江南市民サマーフェスタにつきましては、今年度も開催中

止と決まりまして、昨年も同じような時期に開催中止と決めさせていただき

ましたので、実際直近で実施しておりますのが令和元年度のほうになってま

いります。 

 その際、開催後の反省点といたしましては、最近夜でも猛暑、熱帯夜とい

うこともございますので、打ち水なんかどうだだとか、あとミストシャワー
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を設置してはどうかということと、今マンネリ化とはちょっと違うかもしれ

ませんが、古知野や布袋以外の参加者も参加できるようなＰＲ方法なんかを

工夫できないかといった御意見が出てまいりましたので、今お話ししました

反省点などもちょっと、それから来年開催というふうになりますと３年近く

たってしまいますので、改めて市のほうからも運営委員会が立ち上がりまし

たら運営委員会のほうに申し上げていきたいというふうに思いますし、今お

っしゃられた内容の見直しにつきましても併せて申し上げていきたいという

ふうに思っておりますのでよろしくお願いいたします。 

○中野委員  内容のカリキュラムとしては、今ここ２年ぐらい開催していな

いんであれなんですけど、特にそういう来場者というか参加者が限定的とい

うような認識ではないということですか。 

○商工観光課長  委員のおっしゃるとおりの認識でございます。 

○中野委員  今後の方針として、今はこういう形でいいならあれなんですけ

ど、今後民間の力を借りていくとか、そういうのもイベント会社だといろん

な方策というかアイデアもあると思うんで、あとはいろいろ江南市民サマー

フェスタになると職員もかなり負担もかかっているという部分もあると思う

んで、うまくそういうところも連携してやっていければより充実するんじゃ

ないかなあというふうに思うので、またその辺もひとつ考えて、江南市民が

喜ぶような、あとは時期とか、先ほどの熱中症の関係もあると思うし、阿波

踊りじゃないけど、ああいうのも子供がなかなか夜、熱中症対策で中止にな

ったりとかというのもあるんで、時期等もいろいろ考えて、内容も少しずつ

変化して盛り上がっていけるような形にしていっていただきたいなと思いま

すのでお願いします。 

○委員長  要望として、よろしくお願いします。 

 ほかに質疑はありますか。 

○三輪委員  すみません、観光推進事業の中で補正として残った210万8,000

円の使い道というか、あと何を残しているのか、ちょっとお聞きします。 

○商工観光課長  補正で減額した後に残る江南市観光協会への補助金といた

しましては、210万8,000円ございます。 

 その内訳といたしましては、今年度藤まつりは開催中止となったんですけ
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れども、公園のほうは普通に通常のとおり開放しておりましたので、藤の花

を見にいらっしゃった方の対応ということで、ライトアップとかはいたしま

せんでしたけれども、公園内の清掃業務委託だとかごみ処理の委託、それか

らごみ集積場所がございませんでしたので、そういったものの仮設のごみ集

積所の設置などで約58万円を使用させていただいておりまして、それから来

年の令和４年の藤まつりに向けまして、今年度中に準備しなければいけない

費用のほうも確保させていただいておりまして、藤まつりのポスターだとか、

３連式になっている藤まつりのチラシ、こういったものを作成したり配布と

かそういったものに係る費用といたしまして約126万円、それから江南散策

ガイドといいまして、これは令和元年度に江南市内の散策ルートを江南市の

史跡だとか自然、産業といった観光資源を通るような形でルート設定したマ

ップを作ったんですけれども、昨年度この散策ガイドとは別で土産品チラシ

というものも作成いたしまして、それもリニューアルに当たるんですけれど

も、こういったもので新しいお店もこのリニューアルした土産品チラシで増

えましたので、そういったところも考慮しながら今年度また散策ガイドのほ

うもリニューアルしようというふうに考えておりまして、それが約26万円、

その合計が先ほど申し上げました今年度江南市観光協会への補助金として確

保している残りの210万8,000円ということでございます。 

○委員長  ほかに質疑はありますか。 

 ちょっとお待ちください。 

 委員外議員としての発言をしたいとの申出がございます。会議規則第117

条第２項の規定により、発言を許可することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長  異議もないようでございますので、委員外議員としての発言を許

します。 

○大薮議員  ありがとうございます。御許可いただきましたので、１つだけ。 

 江南駅、布袋駅を降りてこられる、本当にそんなに大きな人数ではないん

ですが、観光などで来られた方が、先ほど三輪委員の質問の中にありました、

一番最後の答弁で江南散策ガイドだとかそういったものを作っているという

ふうに言われたんですが、残念ながらそれがどこに置いてあるか分からない
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とか、どこで手に入れるんだというような声がよく聞かれます。特に前の布

袋駅のときには駅前の西の本屋さんの前のところに、何か看板みたいなもの

のところにパンフレットが置いてあって、そこから自由に取っていけるよう

になっていたと思いますが、それも今はもう取り払われてありません。 

 ぜひとももっと目立った形で、誰しもが来られたときに、ああ、江南の散

策ガイドここにあったわと言われるような場所に置いていただきたいなあと

思いますが、この辺どうなんでしょうか。お金の無駄遣いになってもいけま

せんので、そういったところの御検討はいただいているでしょうか。 

○商工観光課長  江南駅におきましては、観光協会のラックがちょうど地下

の部分にございまして、そちらのほうの活用は今後もしていく予定ではおり

ますけれども、布袋駅や今議員おっしゃられたほかの場所につきましても、

おっしゃっていただいたようにあまり観光協会の予算も限られておりますの

で、そういったところ、負担にならないような形でどこか効果的における場

所があるかどうか、今後検討していければなというふうに考えておりますの

でよろしくお願いいたします。 

○大薮議員  ありがとうございます。 

 本当にこれはまだ統計等を取ったわけではないので、私の肌で感じた実感

なんですが、江南駅よりも布袋駅のほうがどちらかというと観光目的で江南

を訪れる方は多いというふうに私は思っております。特にやはり今、江南市

というふうにネットなんかで打つと、出てくるのが大概あのサングラス大仏

なんですよね。あれを見たくておいでになる方、結構多いんですよ。 

 ところが、やはり布袋駅を降りて、近隣の駅は布袋駅と書いてあるんです

よね、ネットには。ネットで地図まで調べて出てこられる方はいいんですけ

ど、資料なんかで持ってみえる方はやはり駅のところでよく駅員さんに話を

聞くんですけど、布袋大仏はどうやって行くんだと、歩いてこられてね。そ

うすると布袋大仏の行き方がめちゃくちゃ面倒くさいんですよね、布袋駅か

ら。ですから、ちょっとその辺も御検討いただいて、ぜひとも限られた金額

の中で、まず目立ったところに置いていただくことが第１点。２点目として

は、そういった観光で訪れる方が布袋駅を中心においでになる方が大変多い

ということも視野に入れた上で、ぜひとも今後御検討のほうをよろしくお願
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いします。以上です。 

○委員長  じゃあ、要望としてよろしくお願いいたします。 

 ほかに質疑のほうはございませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○委員長  質疑も尽きたようでありますので、これをもって質疑を終結いた

します。 

 暫時休憩いたします。 

午前11時19分  休 憩 

午前11時19分  開 議 

○委員長  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 議案第50号を採決します。 

 本案を原案のとおり可決することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長  異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

 以上で、当委員会に付託されました案件は全て終了いたしました。 

 なお、委員長報告の作成につきましては、正・副委員長に御一任いただき

たいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

──────────────────────────────────── 

  年度調査事項等について 

 

○委員長  続きまして、年度調査事項等を協議していただきます。 

 今年度、当委員会の調査事項、行政視察について決めていただきたいと思

います。昨年度までの建設産業委員会の年度調査事項と行政視察の調査先を、

一覧表をタブレットに配信しておりますので参考にしてください。 

 最初に、年度調査事項を議題とします。 

 皆さん、タブレットのほうを見られていますか。出ていますね、画面のほ

うでは。実際、これを見させていただくと平成30年度辺りから全く変わって

いないという状況でございますが、今年度どうしていこうということなんで

すが、何か御意見のある方、見えますか。 
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○稲山委員  強いて言えば、４番の鉄道高架事業の関係はほぼめどがついて

終了に近くなっておりますので、この項目、布袋のまちづくりとか名前を変

えるといったらおかしいですけど、これをやめるやめんという話もあるかも

しれませんけれど、この４番については１度再考したほうがいいかなあと思

いますけれども、いかがですか。 

○委員長  そうですね、私もなぶるとしたら４番かなと思っていました。 

 ずうっと鉄道高架は今まで事業としてやっていたんですけれども、今実際

問題布袋の駅、高架駅はできてしまっているし、もう今電車も走っていると

いう状況でございますので、この名目を変えるとしたら、布袋駅前のまちづ

くりとかそんな項目になるのかなあと思いますけどね。 

 その件につきまして、何かいい意見があれば参考にしたいと思いますけれ

ども。 

 例えば、４番以外はこのままでよろしいですかね。大体普通のことが普通

に書いてあるだけなんですけどね。個人的にも、今さっき稲山委員がおっし

ゃったとおり、４番の文言を変えるという方向性でよろしいんじゃないのか

なあと思いますけど。 

○尾関委員  稲山委員、委員長のとおりですが、４番は削除で番号送りで、

布袋とかいう話もありましたが、それも１番に全て含まれることだと思いま

すので、単純に４番を削除でいいかなあと思います。 

○委員長  そうですね、確かに１番にまちづくり事業についてと入ってある

んで、２番、公園・緑化についても入っています。 

 今、尾関委員のほうから４番を削除して番号を先送りにすると。早い話が

合計10項目あるやつを９になるという形なんですけれども、その意見に対し

てどうですか。いいですか。 

〔発言する者あり〕 

○委員長  分かりました。じゃあ、４番を削除するという方向性でいきたい

をと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 今年度の当委員会の調査事項は、先ほど言ったとおり、４番を削除してそ

のまま全てを先送りして入れていくという形になります。ということで、御

異議ないということでよろしいですね。 



３６ 

 ごめんなさい。私短縮してしまい、削除しようと思ったんですけど、一応

会議録に残るということで全部読まなくちゃいけないということで読ませて

いただきます。 

 １番、まちづくり事業について、２番、公園・緑化事業について、３番、

上下水道事業について、４番がごみ処理施設・ごみ減量について、５番が環

境問題（地球温暖化対策）について、６番が商工農・観光・地域振興行政に

ついて、７番が地域の公共交通機関の整備について、８番が防犯・防災（危

機管理）・交通安全対策についてとすることで御異議ございませんね。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〔「９番は」と呼ぶ者あり〕 

○委員長  ９番はまだこの後に入りますので、ごめんなさい。 

 異議もないようでございますので、当委員会の調査事項は先ほどの文言と

することにしました。 

 その他、当委員会の所管する事項というのを最後に加えさせていただきま

して、これで全９項目という形になります。 

 会議規則第111条の規定により閉会中の継続調査として議長に申出をして

いきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

──────────────────────────────────── 

  行政視察について 

 

○委員長  続きまして、行政視察についてを議題といたします。 

 この件につきましては、いまだに新型コロナウイルス感染の終息の兆しが

見えない中、江南市議会といたしましても視察の受入れを見合わせていると

ころでございます。 

 つきましては、今後の新型コロナウイルス感染症の感染状況やワクチン接

種の状況を見ながら協議を行っていきたいと思いますが、何か御意見はござ

いますでしょうか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○委員長  それでは、今後の新型コロナウイルスの状況を踏まえながら協議

のほうをしてまいりますので、よろしくお願いいたします。 



３７ 

 また御意見や御提案がある場合には、正・副委員長のほうに伝えていただ

くようにお願いいたします。 

──────────────────────────────────── 

  今年度の当委員会の研修会について 

 

○委員長  そして最後、続きまして、今年度の当委員会の研修会を議題とい

たします。 

 研修会につきましても行政視察同様、今後の感染状況等を踏まえ協議して

いきたいと思いますが、何か御意見はございますでしょうか。 

 今の状況ですから、特にありますか、ないですね。 

 それでは、これに関しましても今後の新型コロナウイルスの状況を踏まえ

ながら協議のほうをしていきますので、よろしくお願いいたします。 

 また何か御意見や御提案がある場合には、正・副委員長のほうに伝えてい

ただくようにお願いいたします。 

 以上で、本日の委員会の議題は全て終了いたしました。 

 委員長挨拶ですね。 

 今回、委員長として初めての経験でございまして、なかなか皆様からの本

当に遺憾ない、いい多くの意見をいただきまして、進行のほうもちょっと拙

いところもあったかと思いますけれども、今後ともよろしくお願いいたしま

す。御協力のほどもありがとうございました。 

 以上で建設産業委員会を閉会いたします。 

 

午前11時28分  閉 会 
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江 南 市 議 会 委 員 会 条 例 第 ２ ９ 条 第 １ 項 
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